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１．はじめに  

 本稿の対象となる工事は，東京都北区に

整備される給水所の配水池築造工事で，構

築工法にニューマチックケーソン工法を

採用している．ニューマチックケーソン工

法では，躯体重量による過沈下防止のため，

土質や躯体重量に対応した地盤改良が必

要であり，本工事ではサンドコンパクショ

ンパイル工法（静的締固め砂杭工法 1））を

採用している 2）．今回の報告は，軟弱粘性

土地盤において，改良杭造成時の変位対策

の抑制効果について検証したものである．  

２．工事概要  

 本工事の地盤改良は図-1 に示す通り，幅

51.0ｍ×長さ 73.0ｍ，改良範囲面積は

3,723m2である．本工事では図-2 に示すよ

うに，改良深度最大 21.9ｍ，改良率は約

30%(Φ700㎜,@1.15mピッチ)の地盤改良を

行う．躯体設置位置の地盤は図-4 に示すよ

うに有楽町層を含む軟弱な粘性土が20m程

度分布している．また，当該現場は市街地

であり，軟弱粘性土層中に拡径を伴う改良

造成を行うため，周辺施設への変位影響が

懸念された．このため，変位抑制対策とし

て，改良に先立ち躯体設置位置周辺に影響

防護鋼矢板を打設するとともに，施工中は

変位緩衝孔や先行削孔による対策を実施

した． 

３．変位緩衝孔および先行削孔について  

 本工事の地盤改良は，改良体の湿潤単位体積重量と内部摩擦角で管理され，杭間の圧密を目的としていない

ため，施工箇所を削孔することで変位対策とした．変位緩衝孔及び先行削孔は，写真-1 に示すケーシング付

きオーガー（先端ヘッド：Φ600）を用いて削孔した．変位緩衝孔は図-3 に示すように杭打設毎に最外周の杭

打設位置に削孔し，先行削孔は図-4 に示すように杭打設直前に施工箇所を削孔した．  
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図-3 改良範囲と地盤土層図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 削孔機 

    
 図-1 地盤改良平面図 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 地盤改良断面図 
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４．地中変位の測定方法および結果  

(1)造成中の変位対策及び変位測定方法 

 変位対策を検証するため，施工手順を変えて図-5 に示

す 3 ケースで造成し，それぞれ変位計測を行い周辺への影

響を測定した．変位計測は多段式傾斜計，挿入式傾斜計お

よび光波・レベル測量にて行った．CASE1 は変位対策な

しで造成を行い，光波・レベル測量にて地表面変位を測定

した．CASE2 は変位対策として変位緩衝孔を削孔してか

ら造成し，多段式傾斜計と挿入式傾斜計で計測を行った．

CASE3 は変位緩衝孔に加えて，造成箇所を先行削孔して

から造成を行い，計測は CASE2 と同様の方法で行った．  

 (2)測定結果 

  CASE1～3 の地表面計測結果の値を，既往の SCP 施工

に伴う周辺変位の値 1)と比較した結果を図-6 に示す．一般

的な粘性土地盤の変位量と比較し，CASE1 はほとんど変

わりがなかったのに対し，CASE2 および CASE3 は粘性土

の水平変位量に対して，比較的小さく，変位緩衝孔が水平

変位の抑制に与える効果が期待できる．図-7 は傾斜計の

測定結果であり，CASE2 に比べ CASE3 の方が水平変位量

は最大 18％減少したことから，先行削孔による変位抑制

効果も期待できることが分かる．静的締固め砂杭工施工時

に周囲への影響が懸念される場合は，変位緩衝孔と先行削

孔を併用することで，より水平変位抑制効果の向上が期待

できることが分かった．  

５．おわりに  

 本稿では，静的締固め砂杭工法における変位抑制対策について比較検討を行った．その結果，静的締固め砂

杭工法の施工範囲を鋼矢板で囲い，変位緩衝孔を設置することにより，変位抑制効果が確認された．さらに，

先行削孔を併用することで，変位抑制効果を更なる向上が期待できることが確認された． 
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図-5 変位測定方法 

 
図-4 先行削孔併用施工手順イメージ図 

 
図-6 既往結果と本工事の変位の比較 
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図-7 傾斜計の測定結果 
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